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        アラスカ事情 

 

１．州の成立の経緯  

（１）１７８４年にロシアはコディアック島に拠点を築き、１７９９年にはアラスカをロ

シア領として宣言した。当時のアラスカでの主要産業は毛皮の交易で、この毛皮の交易の

利益を独占することがロシアの主眼であったが、その後乱獲により毛皮の交易は衰退した。 

 米国は１８６７年に、このロシア領のアラスカをロシアから買収した。買収当時はアラ

スカの買収はあまり評価されなかったが、その後、金を含む天然資源が発見され、またア

ラスカの地政学上の利点が見直され、アラスカの重要性が認識された。アラスカは１９１

２年５月１１日に準州になり、その後石油が発見されたことなどから、１９５９年１月３

日には準州から昇格され、米国の４９番目の州になった。 

 このような経緯から、アラスカ州には、インディアンやエスキモーといった先住民族や

ロシアの統治の時代の影響がまだ残っている。 

（２）アラスカは、イヌイット語の「広大な土地や半島」（Alakshak)に由来するといわれ

ている。 

（３）州都は、南東部にあるジュノー（Juneau）であるが、人口の規模は州内で第 3位で

ある。 

 

２．人口（２０１０年４月） 

アラスカ      ７１０，２３１人（２０００年より１３．３％増） 

全米   ３０８，７４５，５３８人（２０００年より０９．７％増） 

 

全米人口に占める割合    ０．２３％ 

 

１平方㎞に占める人口    ０．４８人 

（１平方マイルに占める人口 １．２人（全米ベースでは８７．４人）） 

 

白人   ６６．７％（７２．４％） 

先住民族 １４．８％（００．９％） 

アジア系 ０５．４％（０４．８％）  

黒人   ０３．３％（１２．６％）  (注）カッコ内は全米ベース 

 

                   ２０１０年        ２０００年 

 

アンカレッジ   ２９１，８２６人     ２６０，２８３人 

フェアバンクス      ３１，５３５人    ３０，２２６人  

ジュノ－            ３１，２７５人    ３０，７１１人    
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シトカ               ８，８８１人     ８，８３５人 

ケチカン             ８，０５０人            N.A. 

 

３．地理 

（１）アラスカは、北米大陸の中で、カナダとの国境から北西の先端までを占めており、

東はカナダと、また西はベーリング海峡を挟んでロシアと国境を接している。南と西は太

平洋に、また北は北極海に面している。アラスカ州の３分の１は北極圏にある。 

（２）アラスカ州の面積は、２０１０年の国勢調査によれば、５７万６百平方マイル（１

４７万８千平方キロメートル）と各州の中で最も大きく、米国の総面積の１６％に及び、

その広さはテキサス州の２倍強、また日本の４倍弱である。 

（３）アラスカ州政府によれば、アラスカは、南東部アラスカ、中南部アラスカ、西南部

アラスカ、内陸部アラスカ、最北部アラスカ、アリューシャン列島の６つの地区に区分さ

れているが、また、州政府内ではアラスカを１８の地区に区分する方法なども採用されて

いる。 

（４）アラスカ州には北米大陸で最高峰のマッキンリー山（６，１９４メートル、アラス

カでは「デナリ」と呼ばれることが多い）があり、標高が上位１６位までの高山は全てア

ラスカ州にある。また、アラスカ州には、米国で３番目に長いユーコン川が流れている。

この川は、源流をカナダのブリッティッシュ・コロンビア州に発しベーリング海まで東か

ら西へアラスカ州を横断している。 

（５）ベーリング海には「ベーリング海峡」があるが、この海峡はシベリアとアラスカ州

の間の海峡のことで、１７４１年にオランダ人のベーリングがシベリアからアラスカに渡

り探検をおこなったことに因み名付けられたといわれている。 

 

４．気候 

 アラスカ州の天候は、次の通り、各地方毎に特色がある。 

（１）南東部アラスカ（中心都市は州都のジュノー） 

特色 ：アラスカ州では最も温暖で、太平洋沿岸を暖流が流れているため雨量が多く、海 

   洋性気候に属す。 

気温 ：夏期は摂氏６．７度～１８．３度。 

    冬期は摂氏－３．９度～＋１．７度。 

雨量 ：年間平均降雨量は２３３．７ｃｍ（９２インチ）。 

降雪量：２５６．５ｃｍ（１０１インチ）。 

 

（２）中南部アラスカ（中心都市は最大の人口規模を誇るアンカレッジ） 

特色 ：南側では太平洋沿岸で暖流が流れており、北側ではアラスカ山脈が北風を防ぐの 

   で、気候は比較的に温暖で、乾燥しておりさわやか。 

気温 ：夏期は摂氏１０度～２１度。 

    冬期は摂氏－１４．４度～－６．７度。 

雨量 ：年間平均降雨量は４０．４ｃｍ（１５．９インチ）。 
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降雪量：１７５．３ｃｍ（６９インチ）。降雪期は１０月～４月。 

 

（３）内陸部アラスカ（中心都市は第２の商業都市であるフェアバンクス） 

特色 ：気候は、夏と冬では大きく変化する。 

気温 ：夏期は摂氏１０度～２２．２度（過去に最高３３．９度の記録がある）。 

特色 ：気候は、夏と冬では大きく変化する。 

    冬期は摂氏－３０度～－１８．９度（過去に最低６１度の記録がある）。 

雨量 ：年間平均降雨量は６３．５ｃｍ（２５．９インチ）。 

降雪量：１７２．２ｃｍ（６７．８インチ）。降雪期は１０月～４月。 

夜間 ：５月１０日～８月２日は、日照時間が２１時間以上の白夜。 

１１月１８日～１月２４日は、日照時間が４時間以下の極夜。 

 

（４）最北部アラスカ（中心都市はバロー） 

特色 ：北極性気候で雨量は少ない。６月中旬から１月までの間は、海は凍結しない。 

気温 ：夏期は平均で摂氏４．４度。 

    冬期は気温が低く、摂氏４６．６度まで下がることもある。 

雨量 ：年間平均降雨量は１２．７ｃｍ（５インチ）。 

降雪量：５０．８ｃｍ（２０インチ）。 

夜間 ：５月１０日～８月２日は、日照時間が２１時間以上の白夜。 

１１月１８日～１月２４日は、日照時間が４時間以下の極夜。 

 

（５）西南部アラスカ（中心都市はコディアック） 

特色 ：著しい海洋性気候で雲や霧がかかることが多い。温暖で海が凍結することはほと 

   んどない。 

気温 ：夏期は摂氏３．９度～２４．４度。 

冬期は摂氏－１０度～＋７．８度。 

雨量 ：年間平均降雨量は１７０．１ｃｍ（６７インチ）。 

降雪量：１９８．１ｃｍ（７８インチ）。 

 

（６）アリューシャン列島（中心都市はダッチハーバーがあるウナラスカ） 

特色 ：特に冬期は曇りの日が多く、商業フライトがキャンセルになることが多い。 

気温 ：夏期は摂氏６．１度～１１．７度。 

    冬期は摂氏－３．９度～＋１．７度。 

雨量 ：年間平均降雨量は１４７．３ｃｍ（５８インチ）。 

 

５．政治 

（１）連邦議員 

（ア）上院議員 

  リサ・マーカウスキー上院議員（共和党） 
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  マーク・ベギッチ上院議員（民主党）  

（イ）下院議員 

  ドン・ヤング下院議員（共和党） 

 

（２）州知事    

  ショーン・パーネル（共和党） 

 

（３）州議会 

 上院 20 議席（共和党 13，民主党 7） 

 下院 40 議席（共和党 25、民主党 15） 

 

６．軍事 

アラスカ州には、主要な基地として、次の基地が置かれている。 

（１）アンカレジ 

エルメンドルフ空軍基地及びフォートリチャードソン陸軍基地（両基地は 2011 年に

統合） 

 （２）フェアバンクス 

   アイルソン空軍基地及びフォートウｴインライト陸軍基地 

 （３）デルタ・ジャンクション 

フォート・グリーリー基地（地上配備型迎撃ミサイル基地）。迎撃ミサイル（GBI）

を 26基配備。 

 

７．GDP 

（１）州政府発表データー 

（ア）GDP 構成 

２０１１年１１月に州政府が発表したデーターに基づくと、２０１０年のアラスカ州の

GDP は４９１．２億ドルである。分野別に見ると、石油・ガスのシｴアが目立って大きく

２５％を占めている。次に続く分野は政府関係機関で１９％を占めている。その中でも、

軍の駐留が２００２年から２００９年の間に増加したため、軍関係のシェアが文官のシェ

アより５０％多くなっている。次の分野は運輸関係で、９％のシェアを占めている（全米

平均は３％）。これは、北端の大油田地域のノーススロープからアラスカ湾に面するバル

ディーズ（最北の不凍港）まで敷設されているアラスカ縦断石油パイプライン（８００マ

イル）を利用した原油の輸送関連の GDP が含まれるためである。このことから、アラスカ

縦断石油パイプラインはアラスカ州の経済に大きく貢献していることが分かる。 

 

（イ）1 人当たり GDP 

 アラスカ州の 1 人当たりの GDP（２０１０年）は６３，４２４ドルで、全米第 1 位であ

る。これは、州の人口規模に比し石油及び鉱物などの分野での生産性が高いためである。

全米レベルでは、石油・ガス分野の GDP のシェアは２％以下であるが、アラスカ州ではそ
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のシェアは２５％にも及んでいる。 

 

（ウ）特徴 

 石油・ガスの価格は変動しやすく、その変動の影響を大きく受けてアラスカ州の GDP

は変動しているが、過去のデーターから、アラスカ州では GDP の変動は州の経済、特に雇

用や所得にあまり影響を及ぼしていないとされている。因みに、２００９年に石油価格が

高騰したことからアラスカ州の GDP は９％伸びたが、雇用と所得は２３年ぶりに下降し

た。 

 

（２）連邦政府発表データー 

連邦政府が発表したデーターに基づくと、２０１０年のアラスカ州の GDP は４３５.９億

ドル（前年比△１．０％減）、また２０１１年は４４７．０（暫定値、＋２．５％増、増

加率ベースで全米５位）となっている。 

 

８．産業 

 アラスカ州の主な産業は、石油・ガス産業、鉱物・石炭産業、水産業、観光業、林業、

国際航空貨物である。 

（１）石油・ガス産業 

 アラスカ州は、テキサス州（全米１位）及びノース・ダコタ（全米２位）に次ぐ原油の

生産量を誇っている。原油関連の収入は、州政府歳入の約９０％を占めるため、石油産業

はアラスカ州にとり極めて重要である。主な原油の生産地は北端の大油田地域（ノース・

スロープと呼ばれる）とクックインレット湾にある油田地域である。原油は、北端のノー

ススロープからアラスカ湾のバルディーズまでアラスカ縦断石油パイプラインにより輸送

され、ワシントン州やカルフォニア州の石油精製所で精製されている（州内でも若干なが

ら精製される）。天然ガスは、主に、クックインレット湾で生産されている。 

 ノーススロープでの原油の生産は、ピーク時の 200 万バレル/日から近頃では 55 万バレ

ル/日まで減じている。 

 近年、ボーフォート海やチュクチ海で、シェル等の民間企業によるオフショア油田開発

の動きが見られるが、未だ採油の段階には至っていない。 

  

（２）鉱物・石炭産業 

 アラスカ州では、金、銀、銅、亜鉛、鉛、石炭などの生産が盛んで、アラスカ州の鉱山

は世界でも大きな生産量を誇っている。ＧＤＰに占める鉱業のシェアはそれほど大きいわ

けではないが、鉱物の探査、開発、採掘の総生産高は、経済面で大きな役割を果たしてい

る。 

 

（３）水産業 

 水産業分野の就労者数は州の就労人口（民間）の５分の１を占めていることから窺える

通り、水産業もアラスカ州の重要な産業の一つになっている。アラスカ州の水産資源は豊

富で多種にわたっており、また魚類の養殖が州法により禁止されていることが、大きな特
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色である。種類は、サーモン、カニ、エビ、ニシン（数の子）に始まり、スケソウダラ、

オヒョウ、カレイ、アカウオ、ギンダラ、マダラなどまで広範囲に及ぶ。 

 アラスカ州では日系企業が加工工場を開設しており、特にアリューシャン列島にあるダ

ッチハーバーは、マルハニチロや日本水産系の日系企業による水産加工業が盛んである。 

 

（４）観光業 

 アラスカ州は大自然の魅力に溢れている。マッキンリー山や大河ユーコン川をはじめと

する山河、10万以上の氷河、海洋動物、陸生動・植物、オーロラなど観光資源には枚挙が

なく、米国本土のみならず諸外国からも観光旅行客が数多く訪れている。 

州政府の調査によれば、2011 年の夏期にアラスカ州を訪れた観光旅行客総数は百 5千万

人であった。これに加え別途、冬期に 25 万 4 千人の観光旅行客がアラスカを訪れている。 

2011 年の「夏期」の観光旅行客の国別内訳等は次の通り。 

 

北米（含カナダ）   １，４０２，７００人（９０％） 

外国人旅行者       １５４，１００人（１０％） 

欧州諸国        ６４，０００人 

イギリス   ３３，０００ 

ドイツ語圏  ２０，０００ 

その他    １１，０００ 

オーストラリア・NZ   ４２，０００ 

アジア諸国       １８，０００ 

   日本      ６，０００ 

      韓国      ２，０００ 

メキシコ         ８，０００ 

その他          ２２，０００ 

 

  [オーロラ] 

   アラスカ州はオーロラでも有名である。オーロラは、太陽風が大気圏に突入すると

きに起きる発光現象で、地上１００ｍ～３００ｍぐらいの空中に出現する。オーロラ

には、緑色にはじまり、ピンク、紫、オレンジ、赤、深紅と様々な色があり、またカ

ーテン状、フリル状、弓状、帯状などの様々な形状がある。 

   北極と南極地域には磁極を中心にオーロラ・ベルトが地球を一周する状態で広がっ

ている。このオーロラ・ベルトの真下にある内陸部アラスカの中心都市のフェアバン

クス、カナダのイエローナイフ、ノルウェーのラップランド地方などでは北半球で最

も明るいオーロラが見える。フェアバンクスにはアラスカ州立大学は地球物理学研究

所が所在し、同研究所のオーロラ研究は世界でも有名である。なお、オーロラがよく

見えるのは、主に冬期（正確には、日が沈まない夏期や天候が崩れにくい季節以外の

時期）である。  

 

（５）国際航空貨物 
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 アンカレジ国際空港は、北半球の主要都市から３～８．５時間の飛行距離に位置してい

ることから、国際貨物航空のハブ港として発展してきた。2010 年の年間貨物取扱量を比較

すると、アンカレジ国際空港は、香港、メンフィス、上海、インチョンに次いで世界第 5

位となっている。 

 東アジアから米国本土に向かう貨物航空機は、できる限り多くの貨物を積むこともあり、

アンカレジ国際空港に必ず立ち寄り給油する必要がある。また、東アジアから中南米に向

かう航空路線上にもある。これらの観点から、アンカレジ国際空港は日本にとり重要な空

港である。 

 

９．貿易（輸出） 

（１）輸出高 

 ２０１１年に輸出高は前年から２６．１％増え、過去最大の５２億ドルに達した。分野

別では、水産物が第１位で４７% (２５億ドル、前年比３５．１％増）を占めた。第２位

以下は、鉱産物３４% (２５億ドル、前年比３１．７％増）、エネルギー７% (３．８８億

ドル）、貴金属５% (２．６６億ドル、前年比２４．７％贈）、木材２% (１．１９億ドル、

前年比１．９％増）の順となっている。 

 

（２）主な輸出相手国 

 主な輸出相手国は、第１位は中国（１４．３９億ドル）、第２位は日本（１０．８４億

ドル）、第３位は韓国（６．４４億ドル）、第４位はカナダ（５．８３億ドル）、第５位

はドイツ（２．６億ドル）である。 

 

１０．日本との関係  

 日本はアラスカにとり距離的に近く、これまで良き経済関係を享受してきたことなどか

ら、日本に対し親近感を持つ州民が多いと言われている。アンカレジには、日本語エマー

ジョン教育（日本語による授業を行う教育）を行う小学校、中学校、高等学校があり、日

本語や日本文化に親しんでいる学生が多い。 

 

（１）日系企業 

 水産関係の日系企業が多く、マルハニチロ社や日本水産社がダッチハーバー等に工場を

構えている。エネルギー関係（LNG）では、資源エネルギー（REI）社が進出しており、鉱

物関係では、住友金属鉱山がポゴ金山を運営している。国際貨物の分野では、日本貨物航

空（NCA）社がアンカレジに事務所を開設している。観光関係でも複数の日系の会社が活動

している。 

 

（２）対日輸出 

 ２０１１年のアラスカ州の対日輸出は１０．８４億ドルで、前年比で１０．９％減少し

た。２０１１年の対日輸出の主な内訳は次の通り。 

 

 シーフード（５．８９億ドル）（日本は中国に次いで第２位） 
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鉱石   （２．４８億ドル）（日本は第４位） 

 石油・ガス（２．０３億ドル）（日本は第１位） 

 木材   （０．２８億ドル）（日本は中国に次いで第２位） 

 

 伝統的に、日本はアラスカ州の最大の輸出相手国であったが、2011 年に中国が最大の輸

出国に取って代わった。1969 年以来、アラスカ州のキーナイの LNG 施設（コノコ・フィリ

ップス社運営）から日本に向けＬＮＧ（液化天然ガス）が輸出されていたが、この LNG の

対日輸出は、クックインレット湾での天然ガスの生産量が減少したため 2012 年に中止され

た。 

 

（３）日本人観光旅行客 

日本からの観光旅行客は、夏期はマッキンリー山の観光などのため、冬期はオーロラを

観賞するため、アラスカ州を訪れる。 

アラスカ州政府の調べによると、夏期の日本人旅行客数は上記８．（４）の通り 6，

000 人であり、冬期もアラスカ州を訪れる日本人観光旅行客が多い（主にフェアバンクス、

チャーター・フライトで訪れるのが主流）。 

  

（４）各都市の在留邦人数  

2011 年１０月１日現在で各都市に在留する邦人数（届け出ベース）は、次の通り。 

 

 総人数            ４８６人（うち永住者は３８４人） 

 

 アンカレジ          ２３２人 

 フェアバンクス         ８７人 

 コディアック          ２６人 

 ウナラスカ（ダッチハーバー）  ２３人 

 イーグルリバー         １６人 

ジュノー            １２人 

 ワシラ              ８人        

  

（５）日本との姉妹都市関係 

 次の通り、9件の姉妹都市関係が構築されている。 

 

 秋田県秋田市－キーナイ半島郡 

 北海道帯広市－スワード市 

 北海道紋別市－フェアバンクス・ノーススター郡 

 北海道根室市－シトカ市 

 北海道千歳市－アンカレジ市 

 北海道天塩市－ホーマー市 

 北海道佐呂間町－パーマー市 



- 9 - 

 岐阜県下呂市（旧金山町）－ケチカン市 

 岐阜県関市板取－ノースポール市 

 新潟県妙高高原－ガードウッド（地区） 

  


